
2 　OCTOBER 2013

1．はじめに

このシリーズは，多様な現象である「放送の
国際化」のいくつかの側面を切り取り，現場で
実務に携わった人たちのオーラル・ヒストリー
によって，文書資料ではなかなか見えにくい国
際化の実像を現していこうというものである。2
回目の今回は，衛星などの技術革新を背景に，
国際化が進んだスポーツ放送を取り上げる。
これまで多くの記録が残され，研究もなされて
きたオリンピックやワールドカップサッカーでは
なく，1970年代半ばから日本で活発になって
いく国際的なスポーツ中継やスポーツイベント
に着目していく。

今夏は，バルセロナで世界水泳，モスクワ
で世界陸上が開催された。それぞれテレビ
朝日，TBSが衛星生中継を中心に放送した。

2013年の世界陸上は83年の第1回ヘルシン
キ大会から30年にあたる大会であった。大会
初日の8月10日（土）は，TBSが11時間の生
放送を行った。この日の放送で目についたの
は，予選が多かったこともあるのだろうが，思
いのほか競技場内に空席があったことだ。し
かし，競技場が満席にならなくとも，国際陸
上競技連盟（IAAF）は，少なくとも財政的に
は困ることはないと思われる。それは，世界
陸上が200を超える国と地域で放送され，テ
レビの向こうに多くの観客が存在するからであ
り，選手のゼッケンや競技場内に見えるTDK
やTOYOTAなどのスポンサーが存在するから
である。世界陸上の放送権収入は明らかにさ
れていないが，スポンサー収入と合わせれば，
大会運営経費をまかなって余りあるのではない
かと推測される。こういった放送権販売や企
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業スポンサーを募るスポーツビジネスのひとつ
の源流は，テレビの技術革新の時期でもある
70 ～ 80年代にあった。そして，スポーツビジ
ネスの進化とともに，スポーツ放送国際化の
進展もあった。

本稿は，スポーツビジネスの源流があった
70年代の半ばから，日本で進展した「スポー
ツ放送の国際化」がどのようにもたらされ，ど
のように広がっていったのかについて，3人のス
ポーツ放送関係者のインタビューをもとに描い
ていくものである。

このあとまず，今回，オーラル・ヒストリー
を用いて明らかにしようとしている点を示し（2
節），次に，「スポーツ放送の国際化」前夜ま
でのテレビとスポーツ界の動きを概観する（3
節）。そのうえで70年代半ばからの「スポーツ
放送国際化」についてのオーラル・ヒストリー
を紹介していく（4節）。

2．オーラル・ヒストリーの
　　　　　　課題設定と証言者

ここでは，「スポーツ放送の国際化」が，史
料などでどのように記されているかを簡潔に整
理しつつ，今回，オーラル・ヒストリーを用い
て何を明らかにしようとしているのかを示して
いきたい。あわせて，3人の証言者のプロフィー
ルも紹介していく。

最初に，「スポーツ放送の国際化」という表
現について確認しておきたい。厳密な定義では
ないが，本稿では「スポーツ放送の国際化」を，
日本で「国際的なスポーツ放送」が増加してい
く現象と捉えている。そして，オリンピックと
ワールドカップサッカーは，検討から外してい
る。「国際的なスポーツ放送」は多義的である

が，ここでは，テニス・ゴルフの4大大会や各
種競技の世界選手権といった「海外で行われ
るスポーツイベント」の放送と，「日本で行われ
る国際的なスポーツイベント」の放送を基本的
に想定している。

ではまず，『20世紀放送史（下巻109，111，
210頁）』（NHK　2001）から，スポーツ放送の
国際化に関連する記述を抜粋する。
・1970 年代後半，テレビのスポーツ中継が急

速に国際化していった。
・各種国際競技団体が国際的な競技大会を創

設。テレビ局側も各種スポーツイベントの放
送権獲得にこぞって乗り出し，放送権獲得
競争が激しく展開された。

・70 年代後半，世界のトップ選手を招致した
スポーツの冠大会も増加していった。

・イベント会社テレ・プランニング・インターナ
ショナルが，78 年に冠大会のはしりと言われ
る国際的な陸上競技大会「デサント陸上」を
実現した。

・衛星放送の本放送開始にあたり，衛星第１テ
レビをワールドニュースとスポーツチャンネル
として，大リーグ，NFL，NBA などの海外
スポーツなどを完全中継した。

『NHK放送文化研究所年報47』（2003）にお
ける曽根俊郎の研究や，今回の証言者でもあ
る杉山茂の『テレビスポーツ50年』（2003）は，
オリンピックとワールドカップサッカーを中心
に，テレビとスポーツの関係，スポーツの商業
化の歴史と放送権料の高騰のメカニズムについ
て，詳細に記述している。

70年代の商業化，国際化に関連して，曽根
は以下のように指摘している。衛星中継などの
技術進歩を機軸に，70年代を起点とするマー
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ケティングビジネスがスポーツのグローバル化
を促した。74年のオリンピック憲章からのアマ
規定削除が，スポーツの商品化を目的とするス
ポーツマーケティングに道を拓き，そして，78
年のワールドカップサッカーから導入された競
技場内の広告看板を起点として，スポーツの商
品化が本格的に始動した（曽根　2003）。

杉山は，70年代後半に「デサント陸上」や「ミ
ラージュボウル」などの企業名付き冠イベントが
続 と々開催され，それらの多くがエージェントに
よってもたらされていたこと。冠イベントの流行
は，広告代理店のスポーツイベントへの参入や，
日本企業の海外スポーツへのスポンサーシップ
の積極化につながった（杉山　2003）と記して
いる。

課題の設定と証言者

以上の文献からは，70年代後半に日本で国
際的なスポーツ中継や冠イベントの開催が増加
していたこと，同じ70年代に，世界的なスポー
ツビジネスの起点や，国際的な競技大会の創
設があったことがわかるとともに，スポンサー
やエージェントの存在を意識させられる。しか
し，それぞれの出来事や存在が実際どのよう
に関連していたのか，そして，「誰が」「どんな
目的で」「どのように」国際的なスポーツ中継や
冠イベントを日本にもたらしたのか，ということ
まではわかるものではない。今回は，まさにそ
のような，文献だけではわかり得ない，わかり
にくい部分を，具体的な事例とその関係者の
オーラル・ヒストリーで明らかにしていこうとす
るものである。
『20世紀放送史』にあるテレ・プランニング・

インターナショナル（以下，TPI）は「デサント
陸上」のほか，「ミラージュボウル」や数多くの

国際的な冠スポーツイベントを76年から80年
代にかけて実施している。そして同じ時期に，
同社は海外のゴルフ（マスターズ，全英オー
プン，全米オープン）などの衛星生中継にも関
わっている。

今回は，このTPIが関わった「国際的なス
ポーツ放送」をひとつの事例としながら，それ
がどのような目的で，どのようにもたらされた
のか，そしてどのように拡大していったのかを，
オーラル・ヒストリーで明らかにしていきたい。
話を聞いたのは，TPIの関係者である藤田潔
氏とジャック坂崎氏，そして，NHKでスポー
ツ放送を担当していた杉山茂氏の3人である1）。

TPIを立ち上げ，社長を務めた藤田敦氏が
上述の仕事の中心人物だった。毎日放送の営
業部長を経て，76年にTPIを興した藤田敦氏
は既に亡くなられている。藤田潔氏は敦氏の
実兄で29年生まれ。広告会社ラジオテレビセ
ンターで文化イベントなどに携わった後，60年
に広告会社ビデオプロモーション（以下，ビデ
オプロ）を創業，現在，名誉会長を務めてい
る。ビデオプロは，『11PM』（日本テレビ），『世
界遺産』（TBS），『美の巨人たち』（テレビ東京）
などの企画のほか，63年に『鉄腕アトム』を米・
NBCに販売したことでも知られる。ゴルフなど
の衛星生中継や数々の冠イベントは，TPIとビ
デオプロの共同作業であった。

ジャック坂崎氏は，46年生まれの日系3世。
74年に，当時はスポーツ選手のマネジメントを
中心に行っていたインターナショナル・マネジ
メント・グループ（IMG）日本支社に入社，そ
の後，76年に藤田敦氏とともにTPIを立ち上
げ，多くのスポーツ中継，イベントに携わった。
TPIを離れた後も，世界的にスポーツビジネス
を展開していたウエスト・ナリー社や自身の会
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社で，多くのスポーツビジネスに関わってきた
人物である。

杉山茂氏は36年生まれ。元NHKスポーツ
報道センター長で，59年の入局から98年まで
スポーツ放送に携わってきた。長く放送現場
からスポーツを見てきた杉山氏には，「スポー
ツ放送の国際化」の前史とともに，NHKの国
際的なスポーツ放送への取り組みについて聞い
た。

3．「スポーツ放送の国際化」前史

ここではまず，日本のスポーツ放送の概況
と，オリンピックを例に商業化していくスポー
ツ界の状況について，文献資料から確認する。
次に，テレビとスポーツがさまざまに変化を見
せる1970年代半ばまでの状況を杉山氏の証言
を中心に示していく。

（１） 優良コンテンツとしてのスポーツ

『20世紀放送史（上巻373頁）』によれば，
NHKは53年に大相撲夏場所や高校野球など
を放送，日本テレビは開局翌日の53年8月29
日に早くも後楽園球場から巨人対阪神戦を中
継している。また，街頭テレビ人気を決定的に
したのは，力道山のプロレス中継だった。テレ
ビは53年の放送開始とともに，スポーツを映
し出してきた。

ビデオリサーチの視聴率調査開始（62年12
月3日）から現在までの「全局高世帯視聴率番
組50」には，20ものスポーツ番組が入ってい
る。オリンピックをはじめ，60年代のプロレス，
プロボクシング，最近のワールドカップサッカー
日本戦など，スポーツは時代を超えた，いわ
ゆるキラーコンテンツであることがうかがえる。

順
位 番組名 放送年 放送局 番組平均

世帯視聴率

2 東京オリンピック大会（女子
バレー・日本 × ソ連 ほか） 1964 NHK 総合 66.8 

3 2002FIFAワールドカップ™グ
ループリーグ・日本 ×ロシア 2002 フジテレビ 66.1 

4 プロレス（WWA 世界選手権・
デストロイヤー× 力道山） 1963 日本テレビ 64.0 

5
世界バンタム級タイトルマッチ

（ファイティング原田×エデル・
ジョフレ）

1966 フジテレビ 63.7 

7 ワールドカップサッカーフラン
ス '98 日本 ×クロアチア 1998 NHK 総合 60.9 

8
世界バンタム級タイトルマッチ

（ファイティング原田×アラン・
ラドキン）

1965 フジテレビ 60.4 

10 第 20 回オリンピックミュンヘ
ン大会 1972 NHK 総合 58.7 

12 2010FIFAワールドカップ™日
本 × パラグアイ 2010 TBS 57.3 

13
世界バンタム級タイトルマッチ

（ファイティング原田×ベルナ
ルド・カラバロ）

1967 フジテレビ 57.0 

22
世界バンタム級タイトルマッチ

（ファイティング原田×エデル・
ジョフレ）

1965 フジテレビ 54.9 

23
世界バンタム級タイトルマッチ

（ファイティング原田×ジョー・
メデル）

1967 フジテレビ 53.9 

25 世界バンタム級タイトルマッチ
（ファイティング原田×ローズ） 1968 フジテレビ 53.4 

28 第 11 回冬季オリンピック札幌
大会 1972 NHK 総合 53.1 

30 サッカー・2006FIFAワールド
カップ™日本 ×クロアチア 2006 テレビ朝日 52.7 

31 大相撲初場所・千秋楽（千代
の富士初優勝） 1981 NHK 総合 52.2 

32 宇宙中継・オリンピックメキシ
コ大会 1968 NHK 総合 51.8 

34 プロレスリング（WWA 世界選
手権・豊登×デストロイヤー） 1965 日本テレビ 51.2 

35 第 60 回全国高校野球選手権
大会・閉会式 1978 NHK 総合 50.8 

38 世界フライ級王座決定戦（ホ
ラシオ・アカバロ×高山勝義） 1966 フジテレビ 50.7 

39 大相撲春場所・千秋楽（貴ノ
花 初優勝） 1975 NHK 総合 50.6 

＊ビデオリサーチ「視聴率調査開始（1962 年 12 月 3 日）からの全局高
世帯視聴率番組 50【関東地区】（2013 年 3 月 21 日現在）」から抜粋

「全局高世帯視聴率番組 50」のなかのスポーツ番組
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（２） 商業化に傾くスポーツ界 2）

オリンピック初のテレビ放送は36年のベルリ
ン大会で，戦後，再開されたオリンピックは，
テレビの普及や技術進展とともに放送する国・
地域が増加していく。60年のローマ大会はヨー
ロッパ各国に中継放送されるなど21の国と地
域で放送されている。64年の東京大会では初
めて衛星中継が活用された。76年のモントリ
オール大会で，放送国・地域が124となり，初
めて100を超えた。

放送権は，58年にオリンピック憲章に明記
され，夏期大会では60年ローマから導入され
た。その6年後，66年のIOC総会で，放送権
収入の配分方法 3）が決定した。この時に，入
場料収入に代わり，放送権料がオリンピックと
いうイベントや競技団体を支える最大の原資，
金づるとして認知されたと言われる。オリンピッ
クとテレビが結びついたことは，さまざまな変
化をもたらしていく。ひとつは，放送権料の高
騰 4）である。2つ目は，オリンピックの商業化で
あり，そのひとつのステップとしての脱アマチュ
アである。

74年にIOCはオリンピック憲章からアマチュ
ア規定を削除することに至る。このアマチュア
規定削除は，その後のオリンピックの巨大化の
一因になるとともに，「70年代に入って本格化
するスポーツビジネスにとっては，まさに明日を
拓く象徴的な大改革であった」と位置付けられ
ている（曽根　2003）。

（３） テレビとスポーツの変化

ここでは，70年代までにスポーツ放送現場
やスポーツ界にどのような変化が起きていたの
かを，杉山氏の証言から辿っていく。

NHK，民放とスポーツ

杉山：東京オリンピックのときに配られた『オリ
ンピック競技大会 根本原則 規約』には，すさ
まじい言葉でアマチュアの競技者とは何かが書
いてある。「アマチュアとは，現在においても
過去においても，趣味，嗜好からあるいは身
体的，精神的利益のために，スポーツに専念
し，それによって直接たると間接たるとを問わ
ず，なんらかの物質的利益を得ない者をいう」
と定義している。これに象徴されるものが日本
のスポーツに風土的にあった。NHK は 50 ～
60 年代，大学のスポーツが中心でこういう思
考はすっと通る。大相撲や競馬などプロスポー
ツも手がけてはいたが，NHK にはアマチュア
リズム至上的な雰囲気があった。そうすると，
プロ化に走るヨーロッパのサッカーや，アメリ
カのエンターテインメントのスポーツとは性格が
若干違う。NHK はスポーツの商業化という動
きに少し遅れる，というより見向きもしないとい
うところがあったわけですね。

学生スポーツというのは学生，卒業生たち
が取り巻くものですが，プロスポーツは大衆性
がある。民放はスポンサーがいて，視聴率を
取らなければならないから，最初から野球な
どのプロスポーツへ傾斜する。テレビでいちば
ん熱狂しやすくて伝えやすいスポーツは格闘技
です。ボクシングブームがアメリカテレビ界の
初期にあったように，日本も60 年代前半ぐら
いに，民放各局が定期的にボクシング番組を
持っていた。それは完全にエンターテインメン
トですよね。アマチュアリズムのNHKが，大
学野球だ，大学ラグビーだなんて言っているの
とは違う世界ができていた。
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放送権の認識

杉山：民放はプロスポーツの世界で，放送権
ビジネスというものに触れる。特にボクシン
グをやっていくと，国際的なタイトルマッチが
あって，外国人の興行師，外国のテレビ局な
どとの付き合いが出てくる。ファイトマネーは
所属ジム同士の話ですが，放送については権
利ビジネスが当然ある。民放では，スポーツ
を放送するためにはお金が要るってことはテレ
ビスタートのころから認識していたと思います。

NHKは放送権について，オリンピックで
知っていたはずですが，あまり意識していな
かった。アマチュアリズムを放送上にも持ち込
んでいて，金銭的な対価でスポーツ放送をす
るような世界とは別だと考えていた。放送権料
のことを，長い間，助成金とも呼んでいた。助
成金を用意しているし，NHKに放送させない
わけがないだろうという思い込みもあった。

僕らはいろんな現場に飛び込んでいて，ファ
イティング原田の試合をNHKや他局ができな
いのは，原田のマネジメントにフジテレビが関
わっているからだとか，当時の後楽園球場の
巨人戦はNHKでは放送できないということを
知るようになっていた。でも，上の人たちは，
まだ「NHK」の名で中央突破できると思ってい
た。それは，巨人戦はやれないけど，日本シ
リーズはやれるじゃないか，日本を代表するよ
うな試合のときはNHKがやるのが当然だとい
う受け取り方です。日本シリーズはコミッショ
ナーの主催ゲームだから放送できる。コミッ
ショナーが，NHKの伝播力とか公共性だとか
にある種の敬意を持っていて，やはりNHKは
無視できないというものがあったからだと思い
ます。

放送権の確立　買わないと放送できない

66年にIOCがオリンピック放送権料の配分
方法を決めた。この時期，日本のスポーツ界も
変化を見せる。

67年に日本で開催された世界バレーボール
女子選手権の放送をめぐって，NHKが日本バ
レーボール協会に絶縁宣言するということが起
きた。大会資金に余裕のない日本バレーボー
ル協会が，NET（現在のテレビ朝日）と2,000
万円で優先中継の特約を結び，NETが中継
する試合はNHKに中継を遠慮してほしいと申
し入れたことに端を発したものである（橋本　
1992）。

杉山：そのとき，NHK 中，プライドを傷つけ
られたみたいな感じさえあった。僕は若輩だっ
たけど，まだそうなのかとびっくりしましたね。
ラジオ時代から続く長いお付き合いとか，ス
ポーツ普及のお手伝いとかから，「NHK 抜き

でいいの？」と
思ってくれた
時代から，新
しい考え方に
国内のスポー
ツ 組 織 も 変
わっていった
んですよ。 金
額的に評価し
てくれる民 放
がいいか，安

いけど日本隅々まで放送してくれる NHK が
いいか。バレーボール協会の行動というのは
既に国際的には常識化していました。だから，
このバレーボールの話は象徴的，ある種，境目。
スポーツ側が伝統的な，古風なアマチュアリズ

杉山茂 氏
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ムから離れ始めたことを示していたのです。
僕らの時代までは，NHKはあらゆる分野で

独走しているランナーみたいなものです。だけ
どスポーツは，NHKが民放キー局5 社を入れ
たテレビ局の6分の1になっちゃういちばん最
初のセクションでした。どんなにジタバタして
も，ある局が放送権を取ったら，全国ネットと
か，NHKの看板なんていうのはまったく関係
ないんです。

杉山：僕がワールドカップサッカーに初めて関
わったのが 70 年のメキシコ大会だった。組
織委員会に，準決勝と決勝だけ売ってくれと
NHK の支局を通じて申し込んだのです。後か
ら聞くと，日本テレビは決勝だけ売ってくれと
言ったようです。そうしたら組織委員会から「お
まえらはワールドカップというものを知らない。
そういう者には売らない。そういう放送計画な
ら，大会の 3 か月後ぐらいだったら売ってもい
い」という返事だった。「ああ，そうなんだな」
と痛切に思ったことを覚えています。本当のス
ポーツというのは，勝ち上がっていくプロセス
を見せるということがあるんだなと気付かされ
た。さすがに非常識なオファーだとは言われ
なかったのですが，「とんでもないお望みだっ
たようですよ」みたいな返事がメキシコ支局か
ら添えられてきたのを覚えています。

この大会はカラー化に立ち遅れていた東京
12チャンネル（現在のテレビ東京）が手ごろな
カラーのスポーツ番組はないかと探していたこ
とで，録画ながら同局の独占になりました。ス
ポーツ部長の白石剛達さんがアメリカで懇意
だったプロレスラーのグレート東郷からプロレ
スのカラー番組を買う話をしていたとき，「メキ
シコに足をのばしてワールドカップを交渉した

ら」と助言されたのがきっかけと言われます。
その辺りはちょっと諸説あるのですが，白石さ
んはメキシコへ行って，32 試合全部買う契約
をしてくる。いいところだけくださいというのは
日本的発想なんですね。

スポーツ界の変化・脱アマチュア

杉山：スポーツそのものに媒体力があるという
ことをテレビが気付かせた。それによって商
業化と国際化は進んでいくんですよ。テレビ
技術が進化するとまたスポーツ界を刺激して，
スポーツ界がより刺激的なものを提供するよう
になる。68 年にウィンブルドンがプロとアマの
境をなくしてオープン化する。つまり，これが
世界最強のテニストーナメントなんだと。それ
まではウィンブルドンを制しても，もっと強い
のがプロツアーにいるじゃないかと言われてい
たものを合体する。アマチュアリズムを生み，
世界の信奉としたイングランドが，自らの看板
イベントからこの大思想を崩していくんですよ。
商業化というのは，テレビとスポーツ界がお互
いマネーになる，ビジネスになるということを
知ることで同時にスタートするんだけれども，
この 70 年前後のところでスポーツ本体自身が
商業化に走り出すのです。

スポーツ界の変化・企業スポンサー

そして，スポーツの媒体力に気付いた企業の
動きが70年代初頭から現れてくる。

杉山：72 年のミュンヘンオリンピックで，100
ｍのゴールにテープがなくなった。「白線をめ
がけて」という美しい言葉がなくなる。電気計
時になって，数字（タイム）がすぐにテレビ画
面に出る。「ユンハンス」というドイツの時計メー



9

カーのマークと一緒に。
映像を見ると70年メキシコ・ワールドカップ

サッカーの競技場に広告があるんです。これは
メキシコ組織委員会のビジネスで国際連盟は関
係していなかったかもしれませんが。サッカー
のヨーロッパでの放送は公共放送局が多いか
ら，ノンコマーシャル。放送権料として払える
お金はある程度制限されてくる。だから，サッ
カー界のほうが先に「この画面，商売に使えな
いか」と思って，広告を許す。だから，商業化
と言われる84年のロサンゼルスオリンピック以
前に，もうとうにテレビ画面は荒らされていた。

スポーツ界の変化・海外展開

70年代前半，NHKが全英ゴルフ，全英テニ
スなどを放送していた時期がある。

杉山：全英ゴルフやテニスは BBC です。BBC
の番組カタログが NHK にきてたんですよ。そ
れを見るのが楽しかったのを覚えています。踊
るほうのバレエとかも入っていて，そのなかに
スポーツもあった。おそらく60 年代後半から，
大きなスポーツイベントは自国だけの範囲か
ら，地球規模でものを考え始めた。そして国
内放送権と海外放送権が出始めた。BBC は
イギリスのメジャーなスポーツをほとんど放送
する。そのときに海外放送権を一緒に契約す
るわけですよ。80 年代になると，BBC は買い
切れなくなって，カタログもつまらないものば
かりになるんだけど。スポーツイベントの国際
化に BBC などの放送局が付き合って，海外
放送権を売るという動きだった。それが，60
年にできた IMG をはじめ，プロサーブやウエ
スト・ナリーというエージェントにつながってい
く。

NHK，民放の変化

杉山：67 年のバレーボールの騒動は，当時の
言葉で言う“アマチュアスポーツ”がテレビの商
品になれると民放が思い始めたということです
よね。世界的レベルならばということかもしれ
ませんが。それと，民放もプロ野球とプロボク
シングだけではだめだと思い始めていたと思い
ます。これは感覚的なものかもしれませんが，
72 年の札幌オリンピックのときに，外国選手
に対する関心とか人気が高い，身近になった
と思った。その代表的なのはジャネット・リン
というフィギュアスケーターです。アマチュアで
もいける，海外ものでもいける，この辺りの嗅
覚は，民放が一歩先へ行くから，オリンピック
も「アマチュアリズムの NHK」だけの持ち物で
はないだろうと思い始めたと思います。一方で，
72 年のミュンヘンが終わって，NHK はオリン
ピック放送権料が高騰し負担が増すということ
に懸念を持つ。それで民放連に「これから一
緒にやらない？」というオファーをして，76 年モ
ントリオールのジャパンプールになる。ところ
が，その次に出し抜かれるわけですね。モス
クワが成功していたら，ロサンゼルスも民放が
独占していたかどうか，というのはすごく興味
がありますよね。

沢松和子がウィンブルドンで活躍したり，ゴ
ルフも選手たちが海外へ出るということもあっ
て，僕らも海外イベントを仕事にしたかったの
ですが，海外のスポーツ放送権を買うというこ
とに，NHKは相当立ち遅れていた。オリンピッ
クだけやればいいという考え方が絶対にあっ
た。77年の3月にモスクワの放送権を失い，
危機感とまでは言わないまでも，ようやく海外
放送権にも予算的な措置をして，いかなけれ
ばいけないということがわかったんですよね，

OCTOBER 2013
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経営の中で。ここが判断のときだったと思うん
ですよ，コマーシャリズムに囲まれたスポーツ
をやっていくのか，このまま純情路線みたいな
ものにこだわっていくのか。NHKもスポーツ
で世界のトップイベントを見せることが必要だ
と思い始めたときだと思いますね。

4．スポーツ放送国際化の舞台裏

1970年代半ば，既に世界的に放送権が確立
し，スポーツ自体が商業化し海外展開を企図
していた。そして，一般企業もスポーツに視線
を注ぎ始めていた。日本のテレビ界は，やっと
オリンピック以外の海外スポーツに目を向け始
めた時期だった。

（１） マスターズゴルフの衛星生中継

少しずつ放送され始めた海外のスポーツ。多
くは新聞等で結果がわかっている時点での録
画放送だった。そのなかで，76年からTBSが，
ゴルフのマスターズ，全英，全米を衛星生中継
していることが目をひく。これらをしかけたTPI
という会社の生い立ちから，藤田潔氏，ジャッ
ク坂崎氏に語ってもらった。なお，ここでは2
人別々に行ったインタビューを再構成している。

藤田：私の兄弟は，上が６人女で，下が３人
男でした。いちばん末っ子の敦はやんちゃな弟
だった。当時，毎日放送の営業にいた敦から，

「兄貴，毎日放送を辞めて，スポーツ専門のプ
ロダクションをやろうと思うんだ」と相談を受け
たから，「いいじゃないか」と大賛成したんです。
僕のほうは『11PM（日本テレビ）』，『こちらデ
スク（テレビ朝日）』の企画や，展覧会のような
文化的なものをやっていて，その後，弟がス

ポーツのほうをやるからということで，兄弟で
キャッチボールみたいなことをしていました。

坂崎：誰の紹介かははっきりしないのですが，
藤田敦さんが，スポーツのことがわかって英
語ができて，若くて飛び回れるような人を，と
いう話を 2，3 人にされたらしいです。それで
いずれも僕の名前をたまたま出した。夜中に
突然電話があり，「明日の朝，オークラに飯を
食いにきてくれ」と言われて，朝 7 時に会いに
行った。そのときIMG をもう辞めようという段
階に入っていました。辞めて何をするか，アメ
リカに帰るかどうしようかというときに声がか
かったので，残ってもうちょっと頑張ってみよう
かと。そういう意味ではターニングポイントで
す。それで 76 年の 1 月に，敦さんと私で TPI
を立ち上げた。

マスターズゴルフは，75年はTBSで1週間
遅れで録画放送されていた。そして，翌76年
に衛星生中継される。

藤田：弟は「スポーツは生でないとだめだ。ス
ポーツ番組の魅力はリアルな状態で見ること。

それによって
喜 び， 興 奮
するんだ」と
言っていた。
マスターズは
TBS さ ん が
1 週間遅れで
やっていた。
ケネディ暗殺
のニュースが
衛星中継され藤田潔 氏
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て 10 年くらいですか。衛星が使えるんだから，
衛星で生放送をやろうよというのが弟の考えで
した。

あらためて思うと，「生で今」というのがテレ
ビの原点なんですよね。弟はそれをよくわかっ
ていた。弟は制作ではなく，営業でしたが，
テレビの原点はまず生であること，それから，
スポーツは最もテレビ的で，テレビにはスポー
ツが絶好のプログラムだということを，ものす
ごくわかっていた。ドラマとかにはノータッチ
で，スポーツの仕事ばかりやっていた。弟は
自分ではゴルフをしないのですが，動物的感
覚なのか，どこで勉強したのかわからないうち
に，もうゴルフはマスターズと言っていた。

坂崎：敦さんは毎日放送の営業にいたので，
テレビ局やスポンサーのニーズ，広告代理店，
プロダクションの仕組みなどをすべて把握して
いた。スポンサーと話していて，「そんなのお
もしろいじゃないですか，藤田さん」と言われ
たら，これは売れそうだという直感と先を読む
のに優れていた。今からは衛星の時代だから，
生でいいものを見たい，見せたいというのが
彼のメインの考えでした。もともと敦さんは毎
日放送でゴルフ番組をやっていたし，マスター
ズに青木功やジャンボ尾崎が出始めている時
期でもあった。それで，衛星の時代にマスター
ズを VTR でやるのはもったいないということ
になった。

それと，テレビを扱おうと思ったらスポーツ
でないと太刀打ちできないわけです，電通，
博報堂とかの大手には。ビデオプロはアートと
か音楽でやってきてましたけど，普通の代理店
では大企業の小さなテレビの扱いも取れない。
ラジオとか新聞，雑誌の扱いの一部を取れる

くらいです。テレビをやろうと思ったら自分たち
が枠を持たなくてはできない。敦さんはまだ毎
日放送の社員で，それに代理店機能は潔さん
のところにあったから，潔さんに話を振った。
ビデオプロに枠を持たせる意味では，プライ
ム，ゴールデンタイムは大手の代理店がいて難
しいけど，生中継で深夜とか朝早ければ枠を
買い切れるということで，踏み切ったんだと思
います。

藤田：弟はまだ毎日放送にいてできませんか
ら，私が TBS に話を持っていったんですね。
TBS さんは「朝の 4 時から誰が見るんですか」
と言うから，「いや，見たい人は生を見たいは
ずだから。見られなかった人には昼とか夜，
リピートすればいいじゃないか」というようなや
りとりを相当しましてね。それでビデオプロで
全部買い切ってくれるのであれば，リスクを背
負ってくれるのであればやりましょうというの
が始まりです。

こんな形でマスターズ衛星生中継は始まっ
た。このとき，放送権はTBSが持っていた。
この放送権料，電波料，制作費を上回るよう
なスポンサーを集めないと赤字になるリスクを
ビデオプロとTPIが負った。結果的に，大手
メーカーなどのスポンサーがついた。深夜・早
朝の時間でもスポンサーがちゃんとつく，商売
になるとわかると，他の広告代理店も興味を
持つことになった。

坂崎：他の代理店が来年のマスターズからオー
プンセールスにさせろという話になったのです。
それで，防衛手段としてマスターズの放送権を
TPI で押さえに行くことになった。

OCTOBER 2013
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マ スターズ
は原則的に放
送局との契 約
だ っ た か ら，
いろいろあっ
て最初は難し
かった。 その
後，マスターズ
のゼネラルマネ
ジャーに僕はす
ごく気に入られ

て，「わかった。これを実現させるにはニュー
ヨークの弁護士に会ってくれ。彼に相談し，ど
ういう書類を提出すれば可能になるか相談し
てくれ」と言われ，ニューヨークへ飛びました。
そして，日本に帰って資料を揃えたり，2か月
間で5 ～ 6回行ったり来たりして，最後には，
条件としてテレビ局は変えない，TBSで放送す
るという一文を入れて，契約することができた。
それで，オープンセールスになることを防いだ
のです。

藤田：マスターズの放送権は 2 年間，TPI が
持っていた。 3 年目からは，仕事の流れやコ
ミュニケーションをよくするために，放送権は
TBS さんにお返しした。TPI が企画・運営，
ビデオプロが広告セールスを担当し，TBS が
放送するという枠組みです。スポンサーがつか
なければ，うちが赤字になるというのは変わら
ない。だから初期のほうが，ビジネスはやりや
すかった。その後，放送権がうなぎ上りに上
がったから，放送権料をカバーするためにスポ
ンサーをつけているみたいになっちゃった。あ
る大手代理店が毎年のように私たちの 3 倍く
らいの放送権料で獲得に動いているなど，オー

ガスタから細かい情報が全て入ってきました。
同じ業界で放送権の争奪戦のようなつまらな
い競争はやめましょうとその会社のトップに抗
議をし，以来そのようなことがなくなりました。

76年のマスターズが成功した後，同じ枠組
みで，全英ゴルフ（76年～），全米ゴルフ（77
年～）も衛星生中継を行っている。

坂崎：マスターズをやった直後に，全英，全
米ゴルフをはじめ，国際的なスポーツイベン
トの権利を取ってこいという敦さんの指示が
あって，僕が世界中を回った。イギリスでは
全英ゴルフの主催者である R&A（Royal and 
Ancient Golf Club of St Andrews）と会って，
アメリカは USGA（米国ゴルフ協会）と交渉し，
権利を獲得しました。このときはそれぞれの主
催者が放送権を持っていた。それで，全英，
全米の放送権を取って，スポンサー持ち込み
で，TBS で放送した。他にも，テニスの全
英，全米や大リーグのワールドシリーズの権利
を買ったりしていた。ワールドシリーズは当時，
ABC が海外の放送権を持っていて，どこも放
送していなかったので，めちゃくちゃ安かった。

藤田：マスターズ，全米，全英を「ゴールデ
ン・ゴルフ・スペシャル」という 3 本セットで
セールスした。これをやったのは僕らの誇りで
すよね。大リーグはフジテレビでやったけど，
スポンサーがぜんぜんつかない。それはつか
ないはずです。日本選手も行ってないし，アメ
リカの選手も知らないし，ぜんぜんわからない
じゃないですか。それで，そんなことをしてい
ると，NHK さんをはじめ，他の放送局，広告
代理店などが僕らのやっていることに気付い

ジャック坂崎 氏
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た。それで放送権を取りに各社が走った。だ
からバーッと上がっていった。軒並み放送権
料が上がるなかで，TBS さんと相談して，もう
しんどいからやめよう，マスターズだけに絞ろ
うということになった。だから，全米や全英ゴ
ルフはその後，他の局を行ったり来たりしてま
すよね。

マスターズは，現在も同じ枠組みで放送が
続いている。全米ゴルフは78 年からはNHK
が放送（その後97年からはテレビ朝日），全
英ゴルフは82年からはテレビ朝日の放送と
なっている。

（２） 国際的スポーツの冠イベント

冠イベントの由来は判然とはしていない。日
本では，スポーツイベントの主催に新聞社が
入っていることが古くからあり，現在の福岡国
際マラソンの第１回（47年）は「朝日マラソン」
という名称だった。また，73年には，女子プ
ロテニス大会「東レシルック大会」という冠大
会が開催されている。70年代半ばから増加し
た冠イベントは，日本で開催される国際的なス
ポーツイベントを一般企業がスポンサードして
いることに特徴がある。TPIは，「アメリカに行
くか，アメリカを呼ぶか」というふれこみで，76
年から80年代に冠イベントを量産している。

藤田：弟は根っからのテレビ屋ですから，テ
レビのためにスポーツイベントを組んだものが
何本もあります。その最たるものが「8 か国対
抗デサント陸上」，これはテレビ朝日でやりま
した。ちょうど瀬古さんが 1 万メートルで記録
を立てているころです。なぜ 8 か国にしたか。
トラックは 8 本しかない。だから予選はない，

あらゆるものが全部決勝で，1 日しかやらない。
ゴールデンタイムの 8 時ぐらいに 1 万メートル
のプログラムを組んで，瀬古が走る。いちばん
テレビの視聴者の多いところに，それを持って
くる。だからこれはテレビのために組まれたス
ポーツイベント。8 か国陸上は 78 年から 5 回
やりました。

8か国陸上のときは，8人の輪だということ
で，五輪を八つにしたデザインをつくっていた。
了解取ろうと思っても，今ではこんなことを許
してくれないよね，絶対。でも，それをつくっ
てしまう。国際陸上競技連盟の会長が来たっ
てね，「オー，ワンダフル」って。もう怒る前に
やってしまっているわけですよ。そのTシャツ
をつくって，みんなにばらまいて。それを一般
の人が着て皇居の前でランニングをする，8か
国陸上をやりますと。そういうプロモーション
的なものとか，テレビ的なものについて，弟は
ずば抜けてましたね。

他にもアメリカンフットボール，NCAA（全米
大学体育協会）の公式戦を大学と交渉して日本
に持ってきて，76年に「パイオニアボウル」とし
て実施したり。これはその後，「ミラージュボウ
ル」，「コカ・コーラボウル」として長く続きまし
た。ゴルフでも，アメリカ女子ゴルフツアー公
式戦を日本に持ってきて開催した。テニスは「エ
メロンカップ」といって，これは女子のグランド
スラムの優勝者だけを集めて4人で戦う，準決
勝，決勝だけしかやらないとか，そういうテレ
ビのためのイベントをずいぶんとやりました。

坂崎：パイオニアボウルのきっかけは，アクシ
デント的なものでした。アメリカの大学のマー
チングバンドが日本に来たいという話があっ
て，呼ぶのにお金がかかる上に興行的に金を
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払って見るようなものでないから無理だという
なかで，「フットボールチームが強い大学だか
ら，それを連れてくるのだったらバンドも呼べ
るかもしれない」と冗談で言ったら，向こうが
本気になってしまった。敦さんも当時はフット
ボールなんて全然知らないし「来るって言うの
ならやってみるか。米軍に運ばせるか」という
感じでした。
　だから，ほんとはバンド，音楽にフットボー
ルがくっついてきたのですが，公式戦であるこ
とにこだわって，フットボールがメインの仕立
てにした。スピード感あるフットボールにサウン
ド，これはパイオニアにうってつけではないか
と。それで 10 人ぐらいでパイオニアへプレゼン
に行った。ちゃんと 1 人はフットボールの防護
服を着て，バンドのレコードを持っていって，
それで社長がおもしろいと言って決まったので
す。銀座をマーチングし，目黒の本社にバンド
を呼んで，招待券をまいて超満員でたいへん
な話題になりました。それぐらいショーアップし
ていく。敦さんはクライアントを説得する，ス
ポンサーを喜ばせるノウハウを持っていました。
スポンサーが喜ぶことは，お客さんがたくさん
入ること，テレビ的にも視聴率をある程度取る
ということです。スポンサーのキャンペーンとし
てのイベントというのが敦さんの発想でした。

国際的なスポーツイベントは大きな予算がな
いとできないので，億という金をスポンサーに
出してもらうわけです。億を出してもらっている
のだからスポンサーのためにこれだけはやらな
いと，というのが出てくる。最後にスポンサー
の社長がトロフィーを渡すところがテレビに映
るようにするとか。冠大会にするというのもそ
ういう意味からです。それで，冠スポンサーは
放送のスポンサーにもなる。テレビ局側からす

ると神様みたいなものです。本物をリアルタイ
ムで見せるというプロスポーツは日本だと限られ
ています。海外のプロでないものもプロ的にプ
ロデュースすればいいイベント，いい番組にな
るという前例になったと思います。

TPIは，85年までに20前後の冠イベントを
行っている。なぜそれだけのスポンサーを見出
せたのか。

藤田：広告代理
店というのは，
新聞やテレビの
広告スペースを
スポンサーに
売ってマージン
を得る。 僕は
それが大嫌い
だった。スペー
スを売るのでは

なく，企画を売るんだと思った。規模はなくて
も企画が素晴らしい強い会社になりたいと思っ
ていた。世界の電通と規模で競ってもかなわな
い。それよりもクライアントから喜ばれ，放送
というのは社会に喜ばれる産業だから，そこを
考えて手づくりのものをやっていこうと思った。
視聴率も大切，もっと大切なのは視聴質，感
動と喜びです。感動も喜びもないテレビをつくっ
たらもったいない，スポンサーに申し訳ない，
社会に申し訳ないと思う。広告の仕事とは何か，
コミュニケーションです。相手とこちらが信頼
し合うことがコミュニケーションです。だから
番組をセールスしても，「あなたの言うものだっ
たら信頼しよう」と言って買ってくれる。テレビ
なんていうものは，やってみないとわからない
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ものです。だから真心が通じ，信頼し合うこと
がコミュニケーションなんです。その上で相手
が欲しいものを提案してあげなければ，だめな
んです。私が「今，寿司が食いたい」と言って
いるときに，「このステーキはうまいから食え，
食え」と言ってもだめでしょう。だから相手を
十分理解して，何でも言い合える仲になるのが
本当のコミュニケーション，広告の仕事なんで
す。

冠イベントがあれだけできたのは，スポン
サーと社会が求めているものに的確にはまった
んでしょうね。それで，冠イベントはTPIが企
画して，ビデオプロと一緒に放送局の枠を取ら
ないといかんのです。これがまた大仕事じゃな
いですか。他のスポンサーがついている時間
を外して，これを割り込ませるわけですから，
大変な作業ではありましたね。

坂崎：企業が社名変更をし始めた時期でもあっ
た。CI のために何かやらないといけない。オー
ソドックスなテレビ，新聞ではインパクトが弱
い。そこに冠イベントというものが出てきた。
冠イベントを一発やることによって，オールメ
ディアで広告を買うことになるから金額的には
効率がいい。そういう判断もあったんだと思い
ます。何もわからない，知らないときにそうい
う提案が出てくると，企業としてはやってみよう
ではないかというのが必ず出てきます。それが
たくさんになりすぎると無理してやらなくてもい
いと引いてしまう。特に車，家電，日本の輸出
産業はすごい勢いで伸びていたから，金もあっ
た。そういう企業が引いてきても，また違う業
種が手を挙げてくる。プロ野球のオーナーと同
じ傾向です。もともとは鉄道が多かった。それ
から流通になり，最近はネット関係，楽天とか

になりました。時代が変わるとスポンサーも変
わるし，新しい企業は必ずチャレンジしてきま
す。70，80 年代のときには過去からあった企
業がみんな勢いがありました。

（３） スポーツビジネスの進展とテレビ

77年の末に坂崎氏はTPIを離れた。その
後，78年から，世界的にスポーツビジネスを
手掛けるウエスト・ナリー社の日本のパートナー
となった。70年代後半になると，放送権など
のスポーツビジネスに変化が起きていた。

坂崎：最初は主催者と直接契約できた全米，
全英ゴルフも，途中で IMG が入ってきて，ワー
ルドワイドのテレビのコンサルティングをやる
ということで放送権を R&A，USGA から預
かった。彼らは，「ワールドワイドでうちにやら
せてくれ。うちなら世界中に全部放送してあげ
る」というやり方。そうすると日本だけを外すと
困ると IMG が言えば，仕方ないから R&Aも
USGA も IMG に全世界を渡すというわけで
す。それで，IMG が交渉窓口になって日本に
やってくる。今までと同じではなく，新しいとこ
ろへ持っていくことによって値段をつり上げるこ
とができる。TBS，テレビ朝日はどうだという
ことで，そのころから値段が跳ね上がったので
す。僕が TPI を辞めてから，テニスでも全英
は IMG，全米はプロサーブと，ワールドワイド
な会社が権利を押さえ始めた。

　　
坂崎氏が加わったウエスト・ナリー社のビジ

ネスでよく知られているのが，ワールドカップ
サッカー（78年）の競技場内への広告看板設
置である。ワールドカップサッカーの放送権は，
FIFA（国際サッカー連盟）が直接管理・販売
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していて，ほぼ全世界で放送されていた。世
界的な放送があること，カメラに映ることを前
提に，競技場内に看板を設置し，その看板ス
ペースを販売するというイベントスポンサーシッ
プのビジネスである。

坂崎：テレビが冠大会とか，スポンサーイベン
トをやりやすくしてくれたのです。テレビが衛
星の時代になり国際化され，1 つの映像が世
界に流れるようになって，スポーツイベントのメ
ディア価値がすごく上がったのです。これを利
用したのが我々の商売でした。そこにたまたま
放送権がくっついて，もともとそんなに高くな
かったものが，メディアが番組としてのスポー
ツの価値を認めたというか重要視し始めて，放
送権料もどんどん上がっていきました。うちか
らすればそこでもうけるつもりはなかったのが，
結果的に放送権でももうかるような仕組みに
なったのです。

ウエスト・ナリー社はワールドカップサッカー
の放送権は販売できなかったが，イベントスポ
ンサーと放送権双方を扱うものもあった。

坂崎：あまり力のない競技団体は自分たちにノ
ウハウがない。放送権を売る人もいない。そ
の代行を我々がやっていました。うちが放送を
扱うことにより，スポンサーシップの収入も増
える，売りやすくなる。だから放送も任せてく
れ。露出を増やすために，あるときはただでも
放送してもらう。それによって，イベントスポン
サーのメリットが増えるからスポンサー料金が
高くなります。これがうちの考えでした。それ
で，日本企業に対する権利は私のところが全
部持っていたのです。

GAISF（国際競技連盟連合）が毎年モナコ
で総会をやっていました。百何十種目の競技団
体が集まっていた。世界選手権，ワールドカッ
プとか，共通のイベントを抱えていて日程を調
整しないといけない。みんな同じ月にやっては
放送もできなくなります。自分たちでスポンサー
を集められない人たち，うちの競技団体にも
金をつくってくれというところばかりだったので
す。そのGAISFのコンサルティングをウエスト・
ナリーで始めていた。

NHKはこのころ，海外で行われる水泳，柔
道など世界選手権の放送を始めていた。

坂崎：それらは GAISF からスタートしたもの
です。当時はどこも放送していないから，放送
するところを探すのが先。それからスポンサー
だと言って，78 年の世界水泳，79 年の世界柔
道をそれぞれの国際連盟から依頼され，我々
が放送権とスポンサーシップの権利をもらっ
た。それをたまたま NHK が放送を考えていた
ので，78 年の世界水泳のベルリン大会，パリ
の世界柔道をそれぞれ数万ドルで買ってもらっ
たのです。NHK がエージェントから買ったのは
うちが初めてだと思います。直接ドイツとかの
テレビ局から買おうとして，直接連絡したのだ
と思います。買いたくても，全世界の権利をウ
エスト・ナリーが売ることになっているので無
理ですと。それでだめだとわかって，我々から
買っていただいた。NHK からしてみれば，エー
ジェントにそんなに金を払っていいのかという
のはあったかもしれません。今から 30 数年前
のことで，今は 100 万ドルでは放送権は買え
ないから，そういう意味では安かったのではな
いでしょうか。競技団体が放送権，スポンサー
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シップの権利を作り始めたのが，ちょうどこの
ころです。それをやらなければ，お金がないか
らイベントが成り立たない。

世界水泳や世界柔道を民放に販売するとい
うことは考えなかったのか。

坂崎：たぶん，
民 放はスポン
サーがつかな
いから，買わな
かったと思いま
す。 当 時， 民
放は サッカー
でも全 然 買わ
ない。 テニス
の国別対抗戦

であるデビスカップとフェデレーションカップを
NHK にお願いしたのが 79 年，80 年です。ス
ポンサーである NEC が後になって民放で放送
したい，CM も打ちたいというのでテレビ朝日
へ行った。スポンサーが民放を指名してくると
きはそうしていました。それがない場合は露出
面を考えたら NHK のほうがメディア価値があ
ると考えていたので，我々は優先的に NHKへ
持っていきました。当時はイベントスポンサー
のほうが放送権よりも高く売れていたからです。
テレビなしではイベントが成り立ちません。露
出がなければイベントスポンサーはつきません。
スポンサーがつかなければイベントが成立しな
い，チケットも売れません。テレビ局には言い
ませんでしたが，本来はタダでも放送してもら
いたいぐらいなものがたくさんありました。テレ
ビ局もスポーツ放送は欲しいし，タダというわ
けにもいかないから，1万ドルとか，3 万ドルとか，

バジェットをちゃんとつくってくれるのです。そ
の辺は常識的というか，助かりました。放送権
の買い手がなかなかつかないときに，あるテレ
ビ局に頼むようなこともありました。すると，「仕
方ない。1 万ドルで買う」と言ってくれる。それ
で，次の年によそのテレビ局が高い金額で買う
と言っても，そちらには売りませんでした。お互
いにギブアンドテークの付き合いがあるのです。

ただし，それらは当時はという話です。90
年代に扱っていた，ワールドカップサッカー・
アジア予選を含んだAFC（アジアサッカー連
盟）のパッケージなどは，イベントそのものの
価値が上がり，民放も視聴率を考えて欲しがる
ことになると，放送権の取り合いになりました。

競技団体のコンサルティングの一環として，
イベントそのものをより効果的で魅力的なもの
に整えていくこともあった。

坂崎：デビスカップ，フェデレーションカップは，
ほとんどお客さんが入らなかった。デビスカッ
プは 2 年間で 1 回戦から始まり，チャレンジシ
リーズをやってという形だった。2 年間もイベン
トが続くとわけがわからなくなります。それを
1 年に変えました。何十か国が参加していたの
を，ワールドグループ 16 か国とその下に地域ご
とのゾーンをつくって新しくスタートしたことに
よって，イベントスポンサーもついたし，放送も
しやすくなりました。フェデレーションカップも
同じような変更をした。競技そのものやルール
は変えなくても，イベントのやり方，プロセス
を少し変えることによって，定例的なものにな
る。定例的になればスポンサーがつきやすくな
る。そういうことは我々が積極的にやってきた
仕事です。バレーボールなどは長すぎて，2 ～
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3時間だとなかなか放送ができないから，ラリー
ポイント制になりました。見ているほうもそのほ
うがいいし，テレビ的にもいいから変えました。
発展的にやるべきことはやるべきだと思います。

サッカーのクラブ世界一決定戦トヨタカップ
は，79年に日本テレビから「国立競技場を満
杯にするくらいのイベントをやりたい」という相
談を坂崎氏が受けたことがきっかけで始まった
ものだ（坂崎　1998）。

坂崎：トヨタカップは日本テレビが契約のとき
に，間に電通を入れた。国内の契約は全部電
通にしてくれということだったので，電通がトヨ
タのスポンサーをつけた。トヨタカップのアイ
デアを実現するには UEFA（欧州サッカー連
盟）と CONMEBOL（南米サッカー連盟）の
協力が必要でした。日本で開催するには日本
サッカー協会と FIFAを絡ませなければできな
い。結構複雑な状態です。それで，UEFA，
CONMEBOL，FIFAと交渉，調整して，チー
ムを連れてくる，海外の放送とかはうちがやる
が，国内のややこしいことは全部そちらでやっ
てくれということで電通が全部やった。だから，
国内は日本テレビと電通のイベントです。ただ，
日本を出ると海外放送権，看板なども全部，ウ
エスト・ナリー。海外的には我々のイベントです。
初年度の放送は 40 か国ぐらいしかなかった。
南米とヨーロッパは生でやって，あとはそれ以
外のいろいろなところに番組販売をしました。

　
87年ラグビー・ワールドカップも坂崎氏らが

しかけたものだ。日本での放送はNHKでま
とまりかけていた。しかし，その後，KDDが
大会の冠スポンサーに決まり，KDDが日本で

のＣＭを希望した。そのため，当初放送を予
定していたNHKとTBSの間で調整が必要と
なった（坂崎　1998）。

坂崎：日本戦だけは TBS，決勝とその他は
NHK でやりたいと思っていた。それで NHK
さんには「日本戦はワンサイドで負けるだろう
から，関係ないでしょう。日本戦を放送しても
視聴率にはそんなに関係ないから，大会その
もの，全体を見せることは NHK がいちばん得
意だし，役割でもあるからそちらをやってくだ
さい」と言いました。NHK はオーケーでした。
でも，決勝と準決勝をどちらが生放送するかで，
NHK と TBS を説得するのに 1 年かかった。

NHKでいちばん苦労したのは冠スポンサー
があっても，冠名を言ってくれないことです。
これだけは勘弁してくれと。看板が映るのは仕
方がないが，デビスカップのNECを言えない
とか。でも，ニュースを見ていたら東レパン・
パシフィックとか，冠を言っていた。「ニュース
では大会名をちゃんと言っているのに」と抗議
したことがありましたよ。

NHKとTBSで放送をシェアしたことは，そ
の後の仕事に活きましたね。BSが始まると，
BSはNHK，地上波は民放と明確に分けて売
るようにした。BSは露出，地上波でCMとい
う考え方です。90年かな，NHKの曽根さんに
AFCサッカーを売りました。BSのソフトが足り
なかったのです。「将来的にすごく魅力的だか
ら，地上波もくれ」と言われたのですが，「必
要なのはBSでしょう。こっちも買ったら3倍に
なります」と言って了解してもらった。後で「何
で買わなかった」と怒られたと言ってましたね。
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（４） NHK の国際スポーツ放送と衛星放送

77年以降，NHKでは国際的なスポーツ放
送が増えていく。全米ゴルフ・テニス，各種世
界選手権などである。

杉山：テレビはスポーツを映し出しているけれ
ども，結局スポーツビジネスというものも映
し出すんですよ。冠とか看板とか。いちばん

NHK がやりに
くいことを考え
るのがジャック
なんだよ。 デ
ビスカップ に
NEC をつけた
り，ラグビー・
ワールドカップ
もそのままなら
すんなりいった

のに，KDD を引っ張ってきた。NHK は冠の
企業名を言わない，言えない，それですったも
んだしたんですよ。「ジャックさん，無理だよ」
と言ってたけれども，一方でジャックと組んだ
らおもしろいだろうなということはたくさんあり
ましたね。

看板とかいろんなものが映っているのは，
海外からくる映像，NHK制作ではない国際
映像だったら，それは仕方がないということは
早い段階でNHK内で理解されてました。EBU

（ヨーロッパ放送連合），BBCの対応を参考に
したはずです。国際映像であれば NHKはOK
とわかると，エージェントからすると話を持っ
てきやすくなったでしょうね。

ただ，日本開催の世界選手権などの映像制
作は対応が難しかった。

杉山：80 年代までは，中継番組の画面で広告
看板などは「避けろ」と先輩から厳しく言われ
ていた。マラソンでは，走っている選手の中に
シチズンの時計車が割り込むようになる。そう
すると，時計車が来るとカメラを外すんですよ。
外す絵というのは必要ないアップだったりする。

「せっかく2 人で競っているときに，何でアップ
だ」と言われる。仲間は「あのとき，シチズン
が入ってきたからな」ってわかってくれるけれど
も，世の中はわからないから，レースの興味を
そいだってことになってしまう。広告を映さない
ように意地になると，これはもうレースが見れ
なくなる。スポーツのナマの魅力を捨てること
になる。だけど，広告の進出はエスカレートし
ていく。水泳の中継のときに，初めて水中カメ
ラを使った。水中カメラを15 ｍのところで使う
と，プールサイドの 15 ｍのところの看板は映ら
ないわけですよ。代理店から「おかしい」と抗
議されたが，おかしいのはそっちだろうと，僕
らは水泳の中継をやってるだけだと。

海外の放送局はそこを乗り越えてきたわけ
ですよね。常にEBUとBBCのスポーツ放送の
あり方が NHKスポーツに非常に大きな影響を
与えてきたのですが，サッカー王国であるヨー
ロッパの公共放送は，企業広告によるスポーツ
の支援の仕方があるということを理解して，容
認するわけです。それがどんどんエスカレート
して，ついにフィールドの真ん中まで広告がペ
イントされるようになってくる。もうこれは支援
なのか，行き過ぎたスポーツビジネスなのか。
難しいところですね。

　
80 年代後半になると，衛星放送のための大

量のソフトが求められるようになる。
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杉山：衛星放送では，長時間飽きさせないソフ
トが求められ，スポーツに対する局内の期待
は非常に高かった。放送権料だとか，BS に対
する理解などを考えると，国内のスポーツは難
しいということから，海外のスポーツとなった。
それで最初に目をつけたのが大リーグです。記
憶に間違いなければ 88 年には 1 試合，10 万
円程度の値段だった。すぐに高くなってしまう
んですけどね。最大 180 試合くらいまで放送し
ていいのですが，現実に放送するのは 70 試合
ぐらい。それでも70 試合，4 時間ぐらいもつ
わけです。こんなに BS 向きなものはなかった。
野球シーズンが終わると何もないから，それで
NFL，NBAとなっていった。

裏付けは充分ではないのですが，大リーグ
そのものが海外進出を狙っていたときだったと
も言われている。84年ロサンゼルスオリンピッ
クの公開競技に野球が入っていたので，そう
かなとも思う。それと，アメリカのプロスポーツ
はリーグそのものがインハウスでエージェントや
プロダクションを持っていた。日本のように各
球団が権利を持っていない。「メジャーリーグ・
ベースボール社」が一括して権利を管理してい
るわけです。それでNHKが払ったお金は全
球団に分配する。ヤンキースだけが持っていっ
ちゃわないんです。映像もシステム化されてい
て，全試合が集まってくるんですよ。だから「明
日はヤンキースとレッドソックスだ」とかチョイ
スしやすい。今でも同じはずですが，アメリカ
の場合は全部民放の映像ですから，CMも入っ
てきちゃう。現地でCMの前にキューをもらっ
て，NHKの独自映像に振る。アメリカのスポー
ツは，CMがずたずたにされることに慣れてい
て，BSをやり始めたときには受け入れ方は既
に確立されていた。

ですからBSの放送権は一括買い。70年の
メキシコ・ワールドカップサッカーの失敗を思
い出しましたよね。ジャックたちののみこみは
早くて，「AFCパッケージをBSでどうですか」
という言い方でくるようになる。でも，BSで大
リーグ中継などを大量にやったことで，アメリ
カのスポーツが身近になって，どこまで本当の
話かどうかわかりませんが，野茂英雄投手が
毎日BSを見ていて，ひょっとすると自分でもや
れるかもしれないと思い始めるということが出
てくるわけですね。　

5．まとめにかえて

これまで見てきたように，3人のオーラル・ヒ
ストリーからは，「スポーツ放送の国際化」の舞
台裏にあって，これまであまり見えてこなかっ
たエージェントの活動の実像や，スポーツとテ
レビ，スポンサーの連関，そして，国際化の
なかでのスポーツ放送現場の雰囲気などをう
かがい知ることができた。今回のオーラル・ヒ
ストリーで明らかになった点を簡単にまとめて
おきたい。
◆まだ日本に本格的に入ってきていない「海外
スポーツ」を確保することで，スポンサーを獲
得し，テレビ放送化するというチャレンジング
なビジネスを企図した国内エージェントと広告
会社によって，70 年代半ばから，多くの国際
的なスポーツ中継やイベントが日本にもたらされ
た。そこには「海外スポーツの放送権を確保し，
衛星生中継という価値を付加する」，「国際的な
スポーツイベントを輸入あるいは制作し，冠ス
ポンサーを付ける」などの手法が見られた。
◆70 年代後半から世界的なエージェントによっ
て，放送権とイベントスポンサーシップを扱う
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スポーツビジネスがシステム化され始めた。当
時，放送権よりも大きな収入をもたらしていた
スポンサーシップの価値をより高める目的で，
テレビによる世界的な露出を増やしていた。世
界的な露出のひとつとして，日本のテレビ放送
も位置付けられ，エージェントを介して各種世
界選手権などの国際的なスポーツ中継がもたら
された。
◆ 80 年代後半には，衛星放送開始で多くの
長時間ソフトを必要とした NHK が，大量のス
ポーツソフトの販売を既にシステム化していたア
メリカのプロスポーツやエージェントから購入す
ることで，アメリカのメジャースポーツ中継など
が大量にもたらされた。

　
スポーツは言語を超えた世界共通のソフトと

も言われるが，流通しやすい形に整えて，流
通を促す役割を担うエージェントの存在は大き
いと感じられた。一方で，形を整えるという点
で，テレビの都合に合わせてスポーツに手を加
えているとの批判を生む可能性もあるのも事実
であるが。

90年代以降，スポーツビジネスの世界には
有料放送というプレーヤーが登場し，より複
雑化していった。現在はそこにインターネットも
ある。国際化によってスポーツソフトの選択肢
が膨大なものになり，メディアも多様化したな
かで，とりわけ公共放送にはどのようなスポー
ツ放送が望まれ，また相応しいのか，オーラ
ル・ヒストリーや放送史研究ではどのようなア
プローチが可能なのか，今後に向けての研究
上の課題としていきたい。

（ひがしやま いちろう）

注 :
1） 3 人には個別に次の時期，担当で聞き取りを行っ

た。藤田潔氏：2013 年 5 月（筆者，廣谷鏡子）
ジャック坂崎氏：同年 6 月（筆者）
杉山茂氏：同年 2 月，6 月（筆者，廣谷）
なお，3 人にはそれぞれ著作があり，この聞き
取りはそれらの著作と部分的に重複している。

2）この項は，次の文献を参考に構成した。
・ 『NHK 放送文化研究所年報 47』「いつまで続

くかスポーツ放送権市場の巨大化」
・『テレビスポーツ 50 年』
・『OLYMPIC MARKETING FACT FILE 

2012 EDITION』
3）放送権収入の 3 分の 2 を開催地組織委員会，3

分の 1 を IOC，IF（国際競技連盟），NOC で
分け合う。

4）オリンピックの放送権収入は，60 年ローマ：
120 万米ドル，76 年モントリオール：3,490 万
米ドル，08 年北京：17 億 3,900 万米ドルとなっ
ている。
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書店
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・ジャック K・坂崎（1998）『フェアプレイ　ワール
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OCTOBER 2013


